
2012年 
八ヶ岳自然クラブ総会 

     2012年4月3日（火 ） 
於：県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 



• 開会の辞 

• 代表挨拶             

• キープ協会 挨拶           

• 議長選出   

• 議案  

  1. 2011年度活動報告、承認の件            

  2. 2011年度会計報告・監査報告、承認の件 

  3. 2012年度役員 

  4. 2012年度活動方針・計画（案）、承認の件  

  5. 2012年度予算計画（案）、承認の件   

  6. その他   

  7. 全般質疑応答               

• 議長解任 

• 閉会の辞  

式次第 



２０１１年度活動報告 

・ 自然観察会                     ・・・・・            １９回 

    内 森林環境教育推進事業として八ヶ岳講座    （５回） 

・ 新年昼食会                ・・・・・   １回 

・ 講演会（高槻成紀氏、重田友五郎氏）・・・・      ２回  

・ 写真展 ９月２８日～１０月１０日 １８名 写真 ５１点 

                          パネル １１点 

      

・ フクロウグループ（11月～6月） 

・ 山野草グループ（3月～10月） 

・ シカグループ（12月～3月） 

・ ハイキンググループ（４月～ 3月） 



• 野鳥・動物観察                    ・・・・・  ３回 
       （井富湖、龍神池、みずがき湖） 

  

• 植物観察                            ・・・・・  ７回  
       （美し森、霧ヶ峰、八ケ岳、櫛形山、西岳、美し森(きのこ)、牧場(トウヒ）） 

 

• ハイキング ・登山              ・・・・・ ４回 
   (新府、笠無、八ヶ岳横断歩道、横谷峡） 

     

・    スノーシュー                ・・・・・  １回 
  （入笠山） 

• 自然・歴史散策               ・・・・・  ４回      
       （湧水めぐり、樫山・浅川、須玉町、大泉・小泉）     

２０１１年度自然観察会（１９回） 



(1)  巣箱観察（別途説明） 

(2)  観察記録のグループ内公開 
  → 観察記録と観察巣箱写真をURLで閲覧できる。 

(3)  グループニュースの発行 
 No.36〜No.43までの8回号を発行した。 

(4)  秋の巣箱点検（別途説明） 

(5)  グループ委員会の補強 
 → 新たに3名の委員が就任して計8名になった。 
     リーダー   村上 
     委 員      市川、今井、加藤、川嶋、木村、坂本、田中 

(6)  ふくろうシンポジウムへの参加 
 → 白川郷で開催されたシンポに村上リーダーが出席した。 



 4個の巣箱から6羽のヒナの巣立ちを確認 

 巣箱への動物からの被害は相変わらず 
  -  5個の巣箱で痕跡確認 

 巣箱の動物対策 
  -  オオカミの尿を試してみたが効果は不明 



 2011年度山野草グループ活動報告 

１．メンバー：３２名（リーダー佐藤久江、サブリーダー佐藤悠記・田中正人） 

２．定点観察 

  ①オオムラサキセンター自然観察路 

    期 間  ２０１１年３月３０日～１０月１２日の全１４回 

    参加人数 延参加人数１５３名 平均参加人数１０．９名 

    成 果  開花確認数 ２６３種 

  ②大平県有造林地 

    期 間  ２０１１年４月２７日～１０月５日までの７回 

    参加人数 延参加人数 ４０名 平均参加人数名５.７名 

    成 果  開花確認数 １５８種（前年は２０１種） 

         サクラソウの株数調査実施 ２００９年 １８００株 

                      ２０１０年 ２０３０株 

                      ２０１１年 ２６９０株 

         ケブカツルカコソウの保護 ２０１０年   ３６株 

                      ２０１１年   ５３株 

 ３．定点外観察 

  ①４月２０日（水） 韮崎・明野  参加人数１１名 スミレ類  

  ②５月２５日（水） 小泉山    参加人数１０名 ラショウモンカズラ 

  ③７月１６日（土） 西岳・大武川 参加人数 ６名 カイジンドウ 
   



4 5 6 7 8 9 10 11 

ヤマコウバシ 
イカリソウ 
クサノオウ 

ムラサキケマン 
オランダミミナグサ 

ヒトリシズカ 
タガネソウ 

アズマネザサ 
ヒレアザミ 

キツネアザミ 
ヤマツツジ 
サワフタギ 
サンショウ 
ヤマグワ 
ヒメコウゾ 

フジ 
シロツメクサ 
ニガイチゴ 

ズミ 
カマツカ 

ヤマガラシ 
ウマノアシガタ 
キツネノボタン 

ケキツネノボタン 
ササバギンラン 
スズメノヤリ 
マムシグサ 
コウゾリナ 
オニノゲシ 
ガマズミ 

トキワハゼ 
ムラサキツメクサ 

ヘビイチゴ 
イヌガラシ 

ヤマハタザオ 
ハンショウヅル 
ノミノツヅリ 
ウシハコベ 
ヤマウルシ 
ツリバナ 
ミズキ 

キショウブ 
ミヤマナルコユリ 

ヒメジョオン 
ニガナ 

ヨツバムグラ 
ホタルカズラ 

コナスビ 
エゴノキ 
イボタノキ 
スイカズラ 
ノイバラ 

ナワシロイチゴ 

月 



活動の内容 

冬季ライトセンサス （１２月～３月 １２回） 
 今季はメンバー５名に県・畜産研より土橋さん参加、県・環境研より瀬古さん見学 

 

夏季の調査などは、メンバーが少いため、実施
できず 



回数 調査月日 調査時間 天候 気温 積 雪 観察頭数 その他 備 考 

 １ １１．１２． １ 19:00~19：50 霙   ０ｃｍ ２６５     

 ２ １１．１２．１２ 19:15~20：20 晴 0℃ ０ｃｍ １１５ ｷﾂﾈ ３   

 ３ １１．１２．２１ 18:50~19：40 晴 －4℃ ０ｃｍ １７６ ｷﾂﾈ １   

 ４ １１．１２．３０ 19:00~19：45 晴 －7℃ ０ｃｍ ６５     

 ５ １２． １．１１ 18:50~19:20 晴 －8℃ ０ｃｍ １８     

 ６ １２． １．２３ 19:00~20:20 雪 －5℃ ２０ｃｍ ３１ ｷﾂﾈ2ｳｻｷﾞ１   

 ７ １２． ２， ２ 18:50~19:30 晴 -13℃ １０ｃｍ ７ ｷﾂﾈ １   

 ８ １２． ２．１０ 18:50~19:45 晴 －5℃   １３５     

 ９ １２． ２．２１ 18:50~19:45 晴 3℃ ０ｃｍ ５１ ｷﾂﾈ１   

１０ １２． ３． １ 18:40~19:45 晴 0℃ ０ｃｍ １２５ ｷﾂﾈ１   

１１ １２． ３．１２ 18：50~19：20 小雪 －6℃ ５ｃｍ ２２     

１２ １２． ３，２１  19:00~19:55 快晴  －2℃   ０ｃｍ １７５      

合       計 １１８５   

 ＊第2回・第6回・第8回 畜産研・土橋 参加、第8回調査 環境研・瀬古参加 

 ＊１２．２１ Ｂﾌﾞﾛｯｸ牧柵嵩上げ工事完了 



年度 （回数） 確認頭数（平均） 最多確認頭数 100頭以上の
確認回数 

200頭以上の確
認回数 

２０１１年 （１２） １，１８５  （９９） 
 

２６５  ６ ０ 

２０１０年 （１１） １，１７９ （１０７）      １９７         ５         ０ 

２００９年 （１２） １，８３０ （１５３）      ４９１         ６         ３ 

２００８年 （１２） １，４８７ （１２４）      ３７９         ６         ２ 

２００７年 （１１） ７１３  （６５）      ２１３         ３         １ 

２００６年  （６） ７８  （１８）       ２５         ０         ０ 

２００５年 （１０） ２７２  （２７）      １５５         １         ０ 

２００４年 （１１） ７５０  （６８）      ２５１         ３         １ 

２００３年  （８） ９５６ （１２０）      １７３         １         ０ 

２００２年         

２００１年  （６） ５４３  （９０）      ２０３         ２         １ 

＊10回以上の調査は、12月から実施、翌年3月まで  ＊２００６年度は、調査回数が６回、調査時期も２・３月と少なかった 

＊最多確認頭数、100頭以上、200頭以上の確認回数は、２００７年度より増加しており、この地域のシカの増加、集団化を示し
ている 



リーダー；大石彰 

メンバー；青木興家、青木房江、五十嵐登美子、坂本鋼治、坂本房江、残間喜代子、 

     俵一雄、安本雅昭、安本みどり、藪田剛由、中野由美子 

活動内容；自然クラブ観察会ハイキングの立案、下見、実施およびリーダーの養成 

４月１１日     新府桃の里ハイキング         参加者２８名 

５月１４日     笠無下見 

５月２０日     笠無ハイキング            参加者４０名 

６月１７日     霧ケ峰下見 

６月２４日     レンゲツツジと霧ケ峰ハイキング    参加者２４名 

７月２４日、２５日 八ヶ岳登山(赤岳･阿弥陀)        参加者２０名 

９月７日      マツムシソウを訪ねて西岳ハイキング  参加者２７名 

１０月７日     八ヶ岳横断道下見 

１０月１３日    八ヶ岳横断道ハイキング        参加者２６名 

１０月２４日    横谷峡下見 

１１月２日     横谷峡紅葉狩りハイキング       参加者１８名 

１１月１５日    茂来山下見ハイキング 

１２月２日     ハイキングG総会・納会 

１２月２１日    ハイキングG笠無納会ハイキング 

１月３０日     ハイキングG下見湯川渓谷・北相木三滝 

自然観察ハイキング７回  参加者計１８３名 

ハイキングG下見会７回 



  ２０１２年度活動方針 

• 自然観察会 

   自然への理解を深め、会員相互の親睦を図る 

 

• 調査・環境保全活動 

   グループ活動（フクロウ・山野草・シカ・ハイキング） 

   を継続し、充実を図る 
    

• 会員の増員により収支のバランスを図る 



２０１２年度活動計画 
 

• 自然観察会 月1～2回 
 

• 高山植物観察会 
 

• 講演会（年1～2回） 
 

• 会員による八ヶ岳自然写真展 
 

• 調査・環境保全活動（各グループ活動） 
 

• 会員増員のため積極的に勧誘する 

  



① 8年目に入る巣箱観察の継続 

   → 2012年は巣箱を2個増やし17個とした。 

   → 新たな動物対策も行い、ヒナの巣立ちをきちんと確認したい。 

   → センサーカメラ（5台）による巣箱調査。 

② 観察記録の作成とグループ内公開 

③ 営巣巣箱の巣材回収 

   → 共同研究が引き続き行われる場合は、巣材を提供する。 

④ 広報体制の充実 

   → YSCホームページへの活動実績の公開など。 

⑤『観察報告』の作成 

      → 2011年と2012年の２年分。 

⑥ 他のフクロウ観察組織との交流 

 



１ 本年度メンバー：２８名 

  リーダー佐藤久江、サブリーダー坂本房江・坂元みき子 

２ 活動方針 

  １）観察活動 

    ①オオムラサキセンター自然観察路 

      ３月２１日～１０月１７日の隔週水曜日全１６回 

    ②大平県有造林地 

      ５月２日～１０月１７日の６回 

    ③定点外観察 ５月、その他随時実施 

      外部講師を招いての学習会 ８月 

  ２）保護活動 

    引き続きサクラソウ・ケブカツルカコソウの保護を行う 

    新たにオキナグサの保護も行う 

    観察地におけるごみ拾いも継続する 

 



１．メンバーの登録 

 少なくとも１０名以上のメンバーを確保する 

 

２．冬季のライトセンサスの継続 

 １２月～翌３月まで１０回以上 

 

３．無雪期の調査を検討 



１、活動内容 

  １）ハイキング計画の提案実施(月１回程度) 

  ２）計画実施のための下見 

  ３）安全確保のためのガイド研修 
 

２、実施計画案 

  十文字峠・稲子湯とみどり池周辺 

  尾白川渓谷、蓼科山、曲岳、茂来山、瑞牆山 

  雨乞山、湯川渓谷、蛾ヶ岳など 

 


